
新共青同結成大会

日本反帝戦線結成大会

戦 旗 社 24日

25-26日
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☆帝国主義国、後進国、「労働者国家」

三プロック階級闘争を

世界プロ独一世界共産主義の勝利ヘノ

共 産 主 義 者 同 盟

帝国主義軍隊解体■正規軍創出にむけ
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回反革命弾圧と   第 4号
の闘いの前進の為に

回在監者の通信 高弊真/AS他

1部50円 (月二回刊0
共菫主義青年同盟弾圧対策委員会

主要内容(上巻)9月 1日発行

第1号 坂田静朋 春闘に於る革命

的労働者の任務 姫岡玲治 革命

的インターナショナリズムとは

何か 第2号 山西 薫 安保改定と

中立政策 森 茂 芸術の戦術左翼

国際共産主義運動史講座
「ドイツ

共産党の創立とスパルタクス蜂

起」第3号 佐久間元 左翼反対派
と新 しい前衛党 井上 実 教育労

働者の准むべき道 森茂 疎外論
の探求 清川敏 現代マルクス主
義者の古典的性格

七0年代世界階級闘争に覆刻する
共産主義者同盟の歴史的理論機関誌
回予約販売受付中上巻締切 8月 15日

上巻予約特価800円 市販980円

申 込 受 付 先

回 戦 旗 社
鋳 棘 九五七四〇

回 吉祥寺ウニタ
住 所 武蔵野吉祥寺本町ニー=0-七

※古祥寺駅北口徒歩=分
 TEL r0422ヽ  22-8618

(中巻)lo月 15日発行


